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150C に於で溝托 した,

皿 柵取7ンモンとigE混合物の汲泊速度 l

相対池畔 Z00,叩,80,汀.dOI.1一七ンIの7･/チ

-∫-ゆで的▲5-Cに放て稲毛充血及び桐者の況/b一粒
E3現地 を待つl=う:A;望f_/ ,0.20,3C.40.501.日= u l,-
した埠会規 -1堺 他校はこの成分,'_'にIJtらす抱んと
･･丑 した｡従てそのEで光F･JD粥としてX-aCl407.I.
X114ゞ0)605.'の榊 に事汁 ろすR払柴+_/鞘 H=,Ir:L
た｡JPu'lu汝には攻封生と†肘 は殆んとilft2雌 蝶を/
号.すがその前払を田地 具した状況は韻 1.中2沌3

う･ら朗な如くであって.FJi汲遵幹夫T=ろ叫かN z確こ V/E
の正枚的詔体hulLく出 し之に反し望y!也比較的,ト3)
均合 (ね2M3)では胤 に於てこの正珠から絹い
'J皇屯任してくる｡先に -可好ttBg厄のtll弧地炊夫Jに 0MS

於て畿宅した解析方法に践りJRのi鵬 を翁にして艶
iFI式の特赦を求めると,他4邦 )のillくである｡fnL

本書軌こ於ては水祝 噸JJIL･の代L)にtFII.｣ニ此iaJZE

㌦

榊
芸

子

S

･h
:

H



rl∫ト qIT託 FLtナンtンLtlitf7紬の改む世q: 1~

-"J… L.･･I L･ ･ I ､

hlLl;h'0･ほ g/gbDⅥr温 8㌫ g芸 喜 : :∫ccooeBSO- こC･∝- O･CCCm̀

2 h･ACl は 3.‡諾 gEg,呂濫 二 :) ｡∝CCLnO･e3- C肋 〇･rW 2B

L ミ謀 計 ほ S㌫ 6g苫実 .oJCOE 三g芸…吉富宗 吾) oc- ぐ｡e砧 〇m `OJ3ccO,A

巷染 拭 77 日. C A ll A

:<HJ'0ITO259(1cc02331胡ふ35L)〇CETe65

12 :(nC1 775OOOCC255 1684叫OC∝こ亡2

(J･lll･1m･計 53 53｡CCOS33 5-221,.さ｡eCCe20
表 3

棚 L< Jtla; l【C･iW SO 乃 W
tJ Jl ヽ HL;

IE】 tゞf.lX0} 916 e50 77 re - -

(2 ･T(nC1 995 896 7?t' - -

(3) ミ監 許 628号… 75･5 6-3 5W



文 JinhlOJ及び XnCt,:ぐHJt;[そLLそLLLREFeD】む分
の判iAttL土7111近い1.のであるが (hhTOJ+:tIHJCり

及び (NzIXrOl+_lan IのilE介袖にすちとELfIの扱ぎ4
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それにけては別に租合すTy.
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第-枚 粉世の浮遊性について
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拙 守カ･起ち137)誠単lYz件･T).一つは現役がJ2%'J中
に倣乱して軒EKgCを形●丘T-,-JことでもE).もう一つの
呼称は虫火iSの#iEでもろ 匂gEll唖態でのなかでも

矧 こ不賀堂TLもの~Cそのため扮gtの抽Jll剛 毛D

和実は益だ立射 しておlJ,現在我■は扮鼻の浮退位.
開 放汲びは改姓の川EAt怖々知るに必中tL珊 は輸
とriい●
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